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享
保
三
年
京
の

一
夜

―
―
都
賀
庭
鐘
の
周
辺
―
―

読
本
作
者
の
祖
と
し
て
名
高
い
都
賀
庭
鐘
が
京
都
に
遊
学
し
た
の
は
、
享
保

末
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
二
十
歳
に
及
ぶ
か
及
ば
な
い
か
の
若
き
庭
鐘
が

住
み
馴
れ
し
大
阪
を
離
れ
、
京
に
遊
学
せ
ん
と
志
し
た
そ
の
心
中
に
期
す
る
も

の
が
何
で
あ

っ
た
か
は
今
と
な

っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
そ
の
大
き
な
要

因
の
ひ
と
つ
が
当
時
京
摂
で
評
判
の
医
師
、
香
川
修
庵
に
師
事
す
る
た
め
で
あ

っ
た
こ
と
、
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
庭
鐘
が
な
ぜ
こ
の
修
庵
な
る
人
物
を
師
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
。
修
庵
は
医
を
後
藤
艮
山
、
儒
を
伊
藤
仁
斎
に
学
び

「儒
医

一
本
論
」
を
提

唱
、
斯
界
を
席
倦
し
た
人
物
で
あ

っ
た
。
古
義
堂
当
主
伊
藤
東
涯
と
も
親
し
く
、

ま
た
多
く
の
問
人
を
抱
え
た
新
進
気
鋭
の
医
師
で
あ

っ
た
。
ゆ
え
に
彼
邦
に
憧

れ
を
抱
い
て
い
た
庭
鐘
が
、
医
の
み
な
ら
ず
儒
に
も
通
じ
、
古
義
堂
と
も
交
流

の
あ
る
修
庵
に
師
事
し
た
の
だ
と
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
庭
鐘
の
学
問
を
見
る
に
、
庭
鐘
が
古
義
堂
の
系
統
と
は
違
う
こ
と
は

早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
に
東
涯
の
問
人
録
を
経
い
て
み
れ
ば
、

修
庵
の
仲
介
に
よ
っ
て
多
く
の
問
人
が
古
義
堂
の
間
を
叩
い
て
い
る
が
、
そ
こ

に
は
庭
鐘
の
名
が
見
え
な
い
。
ま
た
そ
の
反
面
、
杏
と
し
て
そ
の
姿
を
現
さ
な

躍

請

鶉

鑑

鶴

就

噌

齢

」
編

鰤

』
窮

薇

諦

対

福

田

安

の
出
来
る
古
義
堂
に
は
さ
し
た
る
興
味
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
純
粋
に
修
庵
そ
の

人

。
そ
の
学
問
に
惹
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
庭
鐘
が
何
ゆ
え
に
修
庵
を
師
と

し
て
選
ん
だ
の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

修
庵
を
考
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
師
の
後
藤
艮
山
と
い
う
医
師
を
も

視
点
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な

い
け
れ
ど
も
、
長
山
こ
そ
伊
藤
仁
斎
を
意
識
す
る
儒
医
で
あ
り
、
儒
学
と
の
関

わ
り
や
学
問
の
姿
勢

。
幅
広
さ

。
京
都
に
お
け
る
文
化
交
流
な
ど
、
す
べ
て
の

意
味
で
修
庵
の
先
離
で
あ

っ
た
と
目
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
修
庵
は
恐
ら
く
師

艮
山
の
背
を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
塾

一
本
堂
を
指
導
し
、
生
涯
を
全
う
し
た
と

思
わ
れ
る
。
古
今
を
問
わ
ず
、
師
を
見
る
時
に
は
さ
ら
に
そ
の
師
の
上
の
師
承

系
列
に
も
視
界
が
及
ぶ
の
は
人
の
常
で
あ

っ
て
、
庭
鐘
が
修
庵
を
師
と
し
て
選

ん
だ
際
に
も
、
同
時
に
艮
山
の
あ
り
が
た
が
当
然
視
界
に
入

っ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
問
題
意
識
の
上
に
立
ち
、
庭
鐘
が
師
と
し
て
選
ん
だ
香

川
修
庵
と
、
後
藤
艮
山
に
照
準
を
あ
て
、
お
も
に
彼
ら
の
文
化
交
流
の
さ
ま
を

浮
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
都
賀
庭
鐘
を
考
え
る
際
の
問
題
点
や
、
秋
成
も
学
ん

だ
で
あ
ろ
う
庭
鐘
の
医
塾
に
つ
い
て
若
千
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

「都
賀
庭
鐘
の
周
辺
」
と
副
書
す
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の
文
化
交
流
を
見
る
に
は
艮
山

・
修
庵
の
両
者
が
同
席
し
た
折
の
資
料
が

典



適
当
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
格
好
の
資
料
が
あ
る
。
享
保
三
年
、
艮
山
の
六
十
の

賀
筵
が
洛
東
の
円
山
で
開
か
れ
た
時
の
記
録

『祝
壽
編
』

（版
本
。
大
本

一
冊
。

内
題
、
柱
刻
と
も
に

『壽
會
詩
文
』
と
あ
る
が
、
含
翠
堂
文
庫
本
の
付
箋
に
従

い
本
稿
で
は

『
祝
壽
編
』
と
す
る
）
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
の
紹
介
を

通
じ
て
、
両
者
の
交
遊
の
姿
と
上
方
文
苑
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と
に
す

２一
。ま

ず
、
本
書
を
経
く
と
、
列
席
の
問
人
が
入
塾
順
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（姓
氏
）

（名
講
）

（表
字
）

（呼
琥
）

（郷
貫
）

岡
田
　
　
近
信
　
　
陳
善
　
　
松
巷
　
　
播
州
兼
田
人

小
嶋
　
　
直
寛
　
　
克
恭
　
　
祐
巷
　
　
山
州
御
牧
人

香
川
　
　
修
徳
　
　
太
沖
　
　
秀
巷
　
　
播
州
姫
路
人
　
今
隷
京
籍

近
藤
　
　
勝
信
　
　
　
　
　
　
良
巷
　
　
丹
州
世
木
人

魚
住
　
　
尚
徳
　
　
　
　
　
　
貞
巷
　
　
播
州
姫
路
人

魚
住
　
　
尚
志
　
　
　
　
　
　
文
奄
　
　
尚
徳
弟

加
藤
　
　
信
成
　
　
子
原
　
　
暢
奄
　
　
浪
華
人

中
嶋
　
　
常
應
　
　
　
　
　
　
義
斎
　
　
一只
兆
人

山
崎
　
　
徳
明
　
　
善
長
　
　
泰
巷
　
　
一示
兆
人

西
川
　
　
武
仲
　
　
崇
文
　
　
丈
巷
　
　
一ふ
兆
人

山
本
　
　
格
　
　
　
思
斎
　
　
李
巷
　
　
一示
兆
人

入
江
　
　
志
剛
　
　
仲
錬
　
　
寛
蕎
　
　
浪
華
人
　
今
籍
京
兆

鈴
木
　
　
光
重
　
　
　
　
　
　
芳
巷
　
　
撮
州
高
槻
人

松
井
　
　
正
豊
　
　
一
學
　
　
英
巷
　
　
工示
兆
人

村
上
　
　
之
直
　
　
質
夫
　
　
方
巷
　
　
浪
華
人

〓
奎
バ　
　
徳
方
　
　
子
正
　
　
厚
巷
　
　
阿
州
撫
養
人

林
　
　
　
温
　
　
　
　
　
　
　
回
巷
　
　
阿
州
徳
嶋
人
　
弟
宗
竹
代

菅
　
　
　
有
義

林
　
　
　
一ホ
惇

谷
澤
　
　
忠
恕

廣
岡
　
　
義
辰

小
川
　
　
尚
賢

和
田
　
　
充
之

清
水
　
　
方
秀

廣
岡
　
　
義
保

渡
邊
　
　
方
義

中
井
　
　
知
直

小
川
　
　
用
賢

浦
上
　
　
一万
東

井
上
　
　
一万
忠

香
川
　
　
公
遠

清
水
　
　
修

森
　
　
　
敬
信

中
川
　
　
充
方

隅
田
　
　
知
道

江
田
　
　
成
章

浪
華
の
詩
人
、
鳥
山
終
岳
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
ぉ
鮮
上
元
東
を
は
じ
め

と
し
て
、　
一
癖
も
二
癖
も
あ
り
そ
う
な
人
物
た
ち
が
修
庵
と
と
も
に
名
を
列
ね

て
い
る
。
ま
た
、
最
後
の
浪
華
人

。
江
田
成
章
は

「富
八
き
わ
め
」
と
し
て
浪

華
に
賑
い
を
添
え
て
い
た
江
田
世
恭
の
縁
者
で
あ
ろ
う
か
。
世
恭
は
上
田
秋
成

が

『
謄
大
小
心
録
』
に
そ
の
鑑
定
力
を
皮
肉
な
筆
致
で
讃
え
、
『諸
道
聴
耳
世
間

猿
』
の
モ
デ
ル
に
し
た
人
物
で
あ
る
。
時
代
が
下

っ
て
幕
末

の

『浪
華
人
傑

長
巷
　
　
播
州
姫
路
人

賞
夫
　
　
浩
巷
　
　
浪
華
人

師
曾
　
　
殷
巷
　
　
摂
州
尼
崎
人
　
今
寓
浪
華

忠
巷
　
　
河
州
枚
方
人
　
今
籍
浪
華

思
順
　
　
隆
巷
　
　
浪
華
人

元
接
　
　
安
巷
　
　
浪
華
人

桃
巷
　
　
一示
兆
人

了
巻
　
　
義
辰
兄

恕
巷
　
　
掘
州
高
槻
人
　
今
籍
河
州
枚
方

伯
諒
　
　
玄
巷
　
　
一呈
州
三
嶋
人

友
信
　
　
令
巷
　
　
尚
賢
弟

子
西
　
　
杉
巷
　
　
播
州
姫
路
人

恕
卿
　
　
通
巻
　
　
播
州
姫
路
人

大
佐
　
　
濃
巷
　
　
播
州
姫
路
人

享
巷
　
　
方
秀
弟

知
可
　
　
椀
巷
　
　
和
州
奈
良
人

瑞
巷
　
　
江
州
堅
国
人

元
巷
　
　
讃
州
松
尾
人

文
蔵
　
　
謙
斎
　
　
浪
華
人



談
』
に
庭
鐘
と
交
遊
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
も
、
従
来
そ
の
交
遊
の
詳

し
い
こ
と
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
こ
の
江
田

成
章
が
世
恭
の
縁
者
で
あ
れ
ば
、
庭
鐘
と
の
つ
な
が
り
の
一
つ
の
契
機
を
こ
の

京
都
の
医
師
の
苑
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
思
う
。
と
も
あ
れ
、
か
か

る
奇
人
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
享
保
三
年
の
円
山
の
寿
筵
と
は
い
か
な
る
も
の
で

あ

っ
た
の
か
、
そ
の
本
題
に
移
る
前
に
そ
れ
以
外
の
参
列
者
を
列
記
し
て
み
る
。

○
準
門
人

賀
茂
　
　
佐
平
　
　
左
京
太
夫
従
四
位
下
　
　
山
州
賀
茂
人

口
中
　
　
一示
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一示
兆
人

巖
崎
　
　
直
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
播
州
竹
原
人

長
崎
　
　
克
之
　
　
　
　
　
　
　
即
巷
　
　
　
浪
華
人

山
村
　
　
幸
寛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
彦
根
人
　
今
在
京
兆

緒
方
　
　
安
激
　
　
原
仲
　
　
　
悠
斎
　
　
　
奥
州
三
春
人
　
今
客
京
兆

○
外
姪

賀
茂
　
　
氏
基
　
　
右
衛
門
大
尉
従
五
位
上
　
　
山
州
賀
茂
人

○
恩
等
肉
骨
義
同
通
家
京
兆
浪
華
及
諸
州
人
氏
若
千
人

（姓
名
の
み
）

賀
茂
季
隆

・
河
合
正
舎

。
岡
田
仲
貞

。
瀬
尾
賢
清

・
服
田
秀
重

。
茨
城
方

就

・
和
田
直
好

。
田
中
素
行

。
平
野
雅
知

。
中
村
睦
峰

。
菅
房
信

・
加
藤

定
成

。
辻
富
淑

・
成
安
榮
信

。
木
村
綱
紀

・
三
木
直
信

艮
山
と
京

・
山
城
の
賀
茂
家
の
つ
な
が
り
は
艮
山
が
賀
茂
就
久
の
娘
を
要

っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
さ
き
ほ
ど
の
奇
人
た
ち
に
加
え
て
勅
撰
歌
人
を
輩
出
し
た

賀
茂

一
統
や
唐
本
屋
の
瀬
尾
も
こ
の
宴
に
参
加
し
て
い
た
。
さ
ら
に

「相
敬
相

親
故
来
進
賀
老
儒
二
公
」
と
し
て
次
の
二
人
が
参
加
し
て
い
る
。

三
宅
　
　
重
固
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
斎
　
　
播
磨
明
石
人
　
今
寓
京
兆

三
宅
　
　
正
名
　
　
　
　
　
　
　
　
石
巷
　
　
一尿
兆
人
　
　
　
今
籍
浪
華

朱
子
学
の
大
家
に
し
て
、
時
に
は
そ
の
余
り
に
も
過
激
で
反
体
制
的
な
言
動
ゆ

え
に
牢
に
つ
な
が
れ
た
崎
門
の
鬼
才

・
三
宅
尚
斎
、
後
の
懐
徳
堂
初
代
学
主
で
、

や
は
り
そ
の
自
由
な
学
風
ゆ
え
に

「鶴
」
と
呼
ば
れ
た
三
宅
石
庵
の
二
人
が
、

や
は
り
こ
の
賀
筵
に
参
列
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
奇
人

・
文
人

・
歌
よ
み

。

儒
者
の
名
だ
た
る
鬼
才
た
ち
が
集
い
、
時
は
宜
し
、
役
者
も
揃
い
、
い
よ
い
よ

艮
山
の
六
十
の
賀
会
が
開
催
さ
れ
る
。

（適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
。）

先
生後

藤
　
達
　
直
義
　
養
巷
　
武
都
人
　
今
隷
京
籍
　
別
琥
　
艮
山

三
月
望
日
甲
子
、
天
色
開
明
。
群
俊
威
集
坐
定
。
以
歯
為
序
。
喜

酒
三
行
、
尚
斎
三
宅
子
講
二仁
者
壽

一
章
一以
助
二稀
傷
一畢
。
奏
二楽
六

品

四

一
。五

常
楽
　
合
歓
堕
　
慶
徳
　
胡
飲
酒
　
酒
胡
子
　
陵
王

笙
　
田
中
素
行

・
香
川
公
遠
。
筆
集
　
香
川
修
徳
。
笛
　
賀
茂
佐
平

・
井

上
元
忠
。
畢
。
朗
二誦
詩
文
一吟
二詠
和
歌
一。

序
　
一ハ
篇
。
補
録
　
一
篇
。

詩
　
一二
十
六
篇
。
小
序
　
一
一篇
。
古
詩
　
一
篇
。

和
歌
　
五
十
四
首
。
長
歌
　
一
首
。

宴
は
ま
ず
三
宅
尚
斎
の
講
演
か
ら
始
ま
る
。
つ
い
で
五
常
楽
以
下
六
山
の
雅
楽

が
奏
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
演
奏
者
は
す
べ
て
艮
山
の
弟
子
。
勿
論
、
修
庵

も
筆
集
を
奏
し
て
い
る
。
雅
楽
の
後
は
詩
文
と
和
歌
の
朗
詠
。
単
な
る
絶
句
や

律
詩
だ
け
で
は
な
く
古
詩
ま
で
も
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
も
長
歌
を
も
詠
む

念
の
入
り
よ
う
で
、
と
て
も
医
師
の
集
ま
り
と
は
思
え
ず
、
あ
た
か
も
殿
上
人

の
集
い
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
多
士
済
々
の
才
人
が
長
山
門
に
集

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
、
こ
の
問
派
が
結
ぶ
文
化
交
流
の

裾
野
の
豊
か
さ
に
若
き
庭
鐘
が
触
発
さ
れ
、
こ
の
医
塾
の
あ
り
か
た
が
後
の
近



世
小
説
の
巨
匠
を
生
み
た
す
母
体
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
に
満

ち
た
予
測
を
我
々
に
可
能
に
し
て
く
れ
よ
う
。
以
下
、

『祝
壽
編
』
の
内
容
か

ら
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
記
述
を
拾
い
出
し
、
艮
山
の
寿
筵
に
集
う
上
方
芸
苑

の
混
雑
の
有
り
さ
ま
を
点
描
し
、
あ
わ
せ
て
都
賀
庭
鐘
を
考
え
る
上
で
の
問
題

点
を
考
察
し
て
み
た
い
。

第

一
に
、
儒
学
者
と
の
つ
な
が
り
か
ら
述
べ
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の

宴
に
は
三
宅
尚
斎
と
三
宅
石
庵
が
参
列
し
て
い
る
。
ま
た
、
艮
山
は
古
義
堂
の

伊
藤
仁
斎
と
も
親
し
か
っ
た
が
、
そ
の
古
義
堂
盟
主
伊
藤
東
涯
も
こ
の

『
祝
壽

編
』
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
含
翠
堂
盟
主
の
平
野
の
上
橋
友
直
も

艮
山
の
問
人
で
あ

っ
て
、
や
は
り

『祝
壽
編
』
に
和
歌
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

面
々
が
揃
う
面
白
さ
は
、
単
に
艮
山
の
医
塾
と
儒
学
と
の
幅
広
い
交
流
が
う
か

が
え
る
点
の
み
で
は
な
い
。
石
庵

。
東
涯

・
土
橋
と
並
べ
て
み
る
と
、
実
に
興

味
尽
き
な
い
一
事
に
気
付
く
。
即
ち
、
後
に
大
阪
に

一
陣
の
嵐
の
よ
う
に
巻
き

起
こ
っ
た
大
阪
学
問
所
設
立
の
立
て
役
者
や
擁
護
者
が
こ
こ
に
勢
揃
い
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
平
野
含
翠
堂
が
土
橋
友
直
を
初
代
盟
主
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が

享
保
二
年
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
祝
宴
が
開
か
れ
た
前
年
で
あ
る
。
そ
の
合
翠
堂
に

東
涯
が
講
義
に
赴
い
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
石
庵

が
初
代
学
主
と
な
っ
て
懐
徳
堂
が
開
校
さ
れ
た
の
が
享
保
九
年
、
こ
の
宴
の
六

年
後
に
あ
た
る
。
石
庵
も
含
翠
堂
に
出
講
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
含
翠
堂
や
懐

徳
堂
と
い
っ
た
大
阪
学
問
所
の
仕
掛
け
人
た
ち
の
交
遊
が
、
艮
山
を
取
り
囲
む

学
苑
と
そ
の
ま
ま
重
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
学
苑
は
大
阪
学
問
所
勃
興

の
前
史
と
称
し
て
も
よ
く
、
彼
ら
が
艮
山
の
塾
に
集
い
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
た

学
問
と
教
育

へ
の
情
熱
温
れ
る
歓
談
の
う
ち
か
ら
大
阪
の
町
人
の
た
め
に
町
人

が
設
立
す
る
学
問
所
の
構
想
が
育
ま
れ
た
と
す
る
の
は
余
り
に
も
甘
美
な
想
像

に
過
ぎ
よ
う
か
。
塾
と
い
う
こ
と
で
は
先
達
に
東
涯
が
い
て
、
様
々
な
ア
ド
．ハ

イ
ス
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
艮
山
の
自
由
で
幅
広
い

文
化
交
流
に
富
む
こ
の
塾
こ
そ
彼
ら
の
最
良
の
見
本
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の

『祝
壽
編
』
は
当
然
含
翠
堂
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
含
翠
堂
に
東
涯
が
出

講
す
る
と
い
っ
た
形
の
先
樅
は
、
既
に
こ
の
三
宅
尚
斎
を
招
き
講
義
を
聞
く
と

い
う
艮
山
の
塾
の
あ
り
か
た
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に

含
翠
堂
や
懐
徳
堂
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
後
述
す
る
庭
鐘
の
医

塾
の
あ
り
か
た
や
、
ま
た
庭
鐘
の
学
問
が
古
義
堂
や
懐
徳
堂
と
直
接
の
関
係
が

薄
く
、
香
川
修
庵
の
医
塾

。
一
本
堂
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
に

対
す
る
ひ
と
つ
の
示
唆
を
、
こ
の
艮
山
の
塾
の
あ
り
か
た
が
与
え
て
く
れ
る
こ

と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
く
。

つ
い
で
、
歌
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
艮
山

が
山
城
の
賀
茂
家
の
娘
を
要

っ
た
関
係
か
ら
、
勅
撰
歌
人
を
輩
出
し
た
賀
茂
家

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。

『
祝
壽
編
』
に
は
計
十

一
首
の
賀
茂

一
族
の
和
歌
が

列
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
期
の
賀
茂
家
の
和
歌
が
堂
上
か
地
下
か
を
区
別
す
る

意
味
が
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
は
判
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
艮
山
の
周
辺
に
は
賀
茂

家
の
歌
人
が
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
の
賀
茂
家
か
ら
後

に
、
奇

オ

・
賀
茂
季
鷹
が
上
方
文
苑
に
登
場
し
、
秋
成
や
小
沢
麓
庵
ら
と
交
わ
っ
て
い

く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
賀
茂
家
と
の
交
流
が

一
時
代
早
く
艮
山
、
即
ち
都
賀
庭

鐘
を
生
み
だ
す
医
師
の
文
化
圏
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
庭
鐘
と
賀
茂
家
、
特

に
季
鷹
と
の
関
係
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歌
人
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
意
味
で
は
梅
月
堂
香
川
宣
阿
と
の
交
流
に
つ
い

て
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『祝
壽
編
』
に
は
や
や
唐
突
に
宣
阿
の
和

歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は

「後
藤
君
の
六
十
を
祝
し
奉
り
て
」
と
あ

っ

て
、
や
は
り
艮
山
と
そ
れ
以
前
か
ら
の
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
宣
阿
は
後
に
景
樹
を
生
み
だ
す
香
川
家
の
興
祖
で
あ

っ
て
、



二
条
派
歌
人
の
俊
英
で
あ
る
。
前
身
が
儒
者
で
あ

っ
た
宣
阿
は
古
義
堂
と
も
つ

な
が

っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
艮
山
と
も
面
識
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
宣
阿
が

一
時
身
を
寄
せ
て
い
た
時
宗

。
大
炊
道
場
の
存
故
は
俳
譜
初
の
撰

集

『
犬
子
集
』
を
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
医
師
と
も
知
己
で
あ

っ
て
、

曲
直
瀬
玄
朔
の

『薬
性
能
毒
』
を
も
開
版
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
両
者
は
交

遊
を
持
つ
に
至

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
艮
山
は
こ
の
堂
上
歌

人
と
も
交
流
関
係
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宣
阿
と
長
山
の
交
流

は
、
後
の
香
川
景
樹
と
庭
鐘
の
交
遊
や
、
景
樹
を
め
ぐ
る
論
争
と
庭
鐘

一
派
と

の
か
か
わ
り
の
有
無
を
も
含
め
た
新
た
な
検
討
材
料
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
よ

更
に
、
歌
人
と
の
か
か
わ
り
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
貞
門
派
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
夙
に
小
高
敏

（３
）

郎
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
長
山
の
高
弟

・
修
庵
の
筐
底
に

貞
門
派
歌
人
和
国
以
悦
の
歌
伝
書

『
伝
授
抄
』
が
伝
わ
り

「此
人
以
悦
ヨ
リ
直

伝
欺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
修
庵
と
貞
門
派
と
の
関
わ
り
は
認
め
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
貞
門
派
と
の
関
わ
り
が
修
庵
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
或
は
既
に
艮

山
の
代
か
ら
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
三
家
医
話
』

（
天
保
九
年
写
。
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
）
に
次
の
興
味
深

い
記
事
を
見
い
だ
す
。

先
生
在
日
大
坂
鯛
屋
貞
柳
来
り
、
狂
歌
ヲ
詠
。
先
生
即
坐

二
返
歌
ア
リ

由
縁
斎

薬

ハ
毒
々
ハ
薬
ト
ノ
ミ
コ
ン
ダ
才
智

ハ
古
今

マ
ン
ナ
薬
司
ゾ先

生

薬

ハ
毒
々
ハ
薬
卜
人
ガ
イ
フ
由
縁

ハ
イ
カ
ゞ
ミ
テ
カ
キ
イ
テ
カ

喰
ラ
フ
テ
モ
ク
ラ
ヒ
モ
得
ズ

ニ
ノ
ム
ナ
ラ
ハ
ア
メ
ガ
シ
タ
ニ
モ
ナ
メ
テ

シ
ル
カ
モ

貞
柳
の
号

「由
縁
斎
」
を
踏
ま
え
た
才
智
あ
る
切
り
返
し
で
あ
る
。
貞
柳
と
艮

山
の
交
流
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
と
狂
歌
の
違
い
は
あ
る
が
、
長
山

と
貞
門
の
な
ん
ら
か
の
交
渉
は
認
め
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

土
橋
友
直
が
師
と
し
た
貞
門
派
歌
人
河
瀬
菅
雄
の
名
が

『祝
壽
編
』
に
は
見
え

な
い
。
菅
雄
は
本
来
医
師
で
あ

っ
て
、
し
か
も
京
住
、
艮
山
と
交
流
が
あ

っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
艮
山
と
貞
門
派
と
の
関
わ
り
は
存
外
薄
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
弟
子
修
庵
が
貞
門
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
背
景
、
長
山

と
貞
柳
の
交
流
を
考
え
合
わ
せ
て
み
た
時
、
艮
山
と
貞
門
派
と
の
な
ん
ら
か
の

交
渉
を
認
め
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
艮
山
と
歌
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
賀
茂
家

・
二
条
派
香
川
宣
阿

・

貞
門
と
の
関
係
を
述
べ
た
。
庭
鐘
を
生
み
だ
し
た
京
医
師
の
塾
の
周
辺
に
は
諸

派
の
歌
人
が
い
た
の
で
あ
る
。
庭
鐘
が
こ
れ
ら
の
歌
人
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
、

彼
ら
と
の
交
渉
が
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
処
女
作
た
る

『
英
草
紙
』
の
冒
頭
話
の

発
端
契
機
が

「歌
枕
」
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
な
の
か
、
今
後
こ
う
い
っ
た
庭
鐘

の
歌
学
の
素
養
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
賀
茂
家
、
二
条
派
、
貞

門
派
と
の
交
流
と
そ
こ
か
ら
得
た
で
あ
ろ
う
断
片
的
知
識
の
総
合
を
捉
え
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
こ
と
を
第
二
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。

そ
の
他
、

『
祝
壽
編
』
に
は
次
の
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

府
下
の
士
、
姓
某
、
梅
川
と
琥
す
る
者
あ
り
。
書
を
狩
野
の
養
朴
翁
に
学

ぶ
。
因

っ
て
南
極
老
人
の
日
を
作
ら
し
め
て
以
て
献
ず
。

（原
漢
文
）

本
来
、
上
杉
本

『
洛
中
洛
外
図
』
に
活
写
さ
れ
る
竹
田
法
印
家
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
狩
野
永
徳
の
昔
か
ら
狩
野
派
と
京
都
医
師
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
が
、

長
山
も
狩
野
派
の
絵
師
と
も
交
流
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
秋
成

・

庭
鐘
周
辺
の
上
方
文
人
の
絵
画
に
対
す
る
関
心
を
推
る
う
え
で
も
看
過
で
き
な



い
問
題
で
も
あ
る
。
秋
成
の

『
謄
大
小
心
録
』
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

給
は
應
睾
が
世
に
出
て
、
篤
生
と
い
ふ
事
の
は
や
り
出
て
、
京
中
の
給
が

皆

一
手
に
な
つ
た
事
じ
や
。
こ
れ
は
狩
野
家
の
衆
が
み
な
下
手
故
の
事
じ

や
。
妙
法
い
ん
の
宮
様
が
應
撃
が
弟
子
で
、
こ
の
御
す
い
拳
で
、
禁
中
の

御
用
も
た
ん
と
つ
と
め
て
、
死
ん
だ
跡
に
、
月
渓
が
又
應
畢
の
真
似
し
て
、

こ
れ
も
宮
さ
ま
の
吹
奉
で
、
應
畢
よ
り
は
お
か
み
に
氣
に
入
つ
て
、
追
々

御
用
を
つ
と
め
る
中
に
、
腎
虚
し
て
今
に
給
は
か
け
ぬ
に
き
わ
ま
つ
た
。

其
弟
子
ど
も
が
た
ん
と
あ
れ
ど
、
ど
れ
と
つ
て
も
十
九
文
。

秋
成
は
應
摯

・
月
渓
の
興
隆
の
原
因
を
狩
野
派
の
凋
落
に
見
る
。
つ
ま
り
、

や
や
粗

っ
ぼ
く
言
う
な
ら
ば
、
狩
野
派
の
延
長
に
上
方
文
人
画
を
置
く
と
い
う

絵
画
史
観
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
観
が
全
く
彼
独
自
の
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
秋
成
が
こ
の
よ
う
に
記
す
背
景
に
は
、
や
は
り
狩
野
派
と
秋

成

。
應
摯

。
月
渓
ら
と
の
底
流
で
つ
な
が
る
精
神
的
な

一
本
の
糸
を
認
め
ざ
る

を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ひ
る
が
え

っ
て
庭
鐘
と
絵
師
と
の
関
係
を

鑑
み
る
に
、
そ
の
つ
な
が
り
は
深
い
。
特
に
挿
絵
を
好
ん
で
描
か
せ
た
桂
宗
信

を
終
生
愛
し
、
自
ら
の
遺
稿
ま
で
も
彼
に
挿
絵
を
描
か
せ
る
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。
そ
の
宗
信
の
墓
表
に

「
画
工
桂
宗
信
」
と
大
書
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ

庭
鐘
で
あ

っ
た
。
秋
成
と
庭
鐘
と
の
避
逓
の
仲
介
の
労
を
執

っ
た
の
が
宗
信
で

あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
も
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
石
”

「
画
工
」
と
い
う
風
狂
な
る

墓
表
に
、
庭
鐘
と
宗
信
の
戯
れ
な
が
ら
も
同
じ
熱
い
青
年
の
時
を
過
ご
し
て
き

た
厚
誼
の
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
こ
の
上
方
文
人
と
絵
師
と
の
交
流

が
既
に
艮
山
の
時
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
を
第
三
点
と
し
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
庭
鐘
の
医
塾

。
辛
夷
館

（庭
鐘
の
本
草
書

『南
産
志
』
の
柱
刻
）

は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ
が
艮
山
の
塾
の
在
り
方
や
精
神
を
継

承
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
検
討
に
よ

っ
て
、
初
め

て

『祝
壽
編
』、
も
し
く
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
艮
山
の
医
塾
が
庭
鐘

の
周
辺

と
し
て
の
意
義
を
持

っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

庭
鐘
の
医
塾
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
彼
の
塾
に
学
ん
だ
秋
成
に
そ
の
情

報
を
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

伊
勢
人
村
田
道
哲
、
警
生
に
て
大
坂
に
寓
居
す
。　
一
と
せ
天
行
病
に
あ
た

り
て
、
苦
脳
尤
甚
し
。
我
が
社
友
の
警
家
あ
つ
ま
り
て
、
治
す
る
事
な
し
。

道
哲
が
本
郷
よ
り
、
兄
と
云
人
来
た
り
て
、
我
徒
に
む
か
ひ
、
恩
を
謝
し

て
後
、

「今
は
退
か
せ
た
ま
へ
」
と
云
ひ
し
か
ば
、
皆
か
へ
り
し
也
。
兄
、

道
哲
に
云
。

「汝
京
坂
に
久
し
く
在
り
て
、
警
事
は
学
び
た
ら
め
ど
、
員

術
を
え
学
ば
ず
。
諸
警
助
か
る
べ
か
ら
ず
と
申
さ
れ
し
也
。
命
を
兄
に
あ

た
ふ
べ
し
」
と
て
、
休
の
上
な
が
ら
赤
は
だ
か
に
剥
ぎ
て
、
扇
を
も
て
し

づ
か
に
あ
を
ぎ
、
又
時
々
薄
粥
と
熊
謄
と
を
口
に
そ
ゝ
ぎ
入
て
、　
〓

一日

在
る
ほ
ど
に
、
熱
少
し
さ
め
物
く
ふ
。
つ
い
に
全
快
し
た
り
し
か
ば
、
國

に
つ
れ
て
か
へ
り
し
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
謄
大
小
心
録
し

こ
の
記
事
の
波
線
部
に
よ
り
、
庭
鐘
の
塾
は
社
と
呼
べ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
、

最
新
の
医
学
知
識
は
大
層
な
も
の
を
持

っ
て
い
る
が
実
際
の
治
療
に
そ
れ
ほ
ど

長
け
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
注

目
さ
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
が
今
学
ん
で
い
る
最
新
の
医
学
で
は
治
ら
な
か
っ

た
同
学
を
古
風
な
施
術
で
い
と
も
簡
単
に
全
快
さ
せ
、
し
か
も
自
分
た
ち
に
失

望
し
、
弟
を
連
れ
帰

っ
た
伊
勢
人
に
対
し
て
、
秋
成
が
も
ろ
手
を
上
げ
て
賛
嘆

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
偏
屈
な
ま
で
の
衿
持
を
抱
く
秋
成
が
、
か
く
ま
で
軽

侮
さ
れ
な
が
ら
も
病
績
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
二
重
傍
線

部
に
注
目
さ
れ
た
い
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
頭
注

「後
藤
艮
山
は
、
こ
の
薬

材
を
専
ら
用
い
、
熊
胆
丸
を
発
明
し
た
」
を
参
照
す
る
ま
で
も
な
く
、
熊
胆
は



艮
山
の
代
名
詞
と
い
っ
て
も
よ
い
治
療
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
伊
勢
人

は
艮
山
流
の
医
術
を
身
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
艮
山
―
修
庵
―
庭
鐘
と
い

う
系
統
の
な
か
で
学
ん
で
き
た
秋
成
の
社
友
に
し
て
み
れ
ば
、
今
の
最
先
端
の

医
術
で
は
治
せ
な
か
っ
た
同
輩
の
病
を
、　
一
昔
前
の
艮
山
の
治
療
法
で
治
す
る

を
目
の
当
た
り
に
見
せ
つ
け
ら
れ
、
改
め
て
系
祖
の
偉
大
さ
に
息
を
飲
ん
だ
こ

と
と
思
う
。
秋
成
は
こ
の
引
用
文
の
後
に

「是
は
ま
こ
と
に
警
聖
也
」
と
、
そ

の
艮
山
流
を
伝
承
す
る
伊
勢
医
人
を
讃
え
て
い
る
。

『書
初
機
嫌
海
』

（天
明

七
年
）
に
も

「
さ
て
学
問
の
風

（筆
者
注
、
医
学
）
も
、
一
≡
一十
年
前
と
は
ち

が
う
て
、　
一
家
の
見
識
を
立
つ
る
人
な
く
」
と
、
当
代
の
医
学
を
批
判
し
、
長

山

。
修
庵
時
代
の
医
家
を
思
慕
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
述
べ
た
こ
と
で
は
あ

る
が
、
秋
成
が
宣
長
と
の
論
争
の
末
、
憤
り
お
さ
ま
ら
ず
著
し
た
神
宮
文
庫
蔵

『
安
々
言
』
に
は
付
箋
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
香
川
修
庵
の
学
問
態
度
に
盲
従

す
る
庭
鐘
と
秋
成
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
秋
成
に
と

っ
て
、
否
、
む
し

ろ
庭
鐘
の
医
塾
生
に
と

っ
て
と
言

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
理
想
と
す
る
医

塾
と
は
や
は
り
艮
山

・
修
庵
の
塾

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

『謄
大
小
心

録
』
の
記
事
に
よ

っ
て
庭
鐘
の
医
塾
が
持
つ
雰
囲
気
の
一
端
や
、
彼
の
塾
で
依

然
、
長
山

・
修
庵
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
り
わ
け
、
そ
の
中
で
も
依
然
と
し
て
艮
山
の
医
塾
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ

と
を
、
上
田
秋
成
の
著

『謄
大
小
心
録
』
の
題
名
の
由
来
を
問
題
に
す
る
こ
と

で
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。
従
来
、
こ
の
書
名
は
中
国
の
名
医

。
孫
思
遊
の

故
事

（医
師
は
人
を
救
お
う
と
す
る
胆
が
大
き
く
て
、
ま
た
同
時
に
人
の
命
の

重
さ
を
知
る
細
心
さ
が
必
要
）
に
出
来
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
典
故
と

い
う
意
味
で
は
正
し
い
が
、
問
題
は

「謄
大
小
心
」
と
い
う
言
葉
２
早
受
の
さ

れ
様
と
、
秋
成
が
こ
の
言
葉
を
書
名
に
用
い
る
に
至
る
経
緯
と
意
識
の
解
明
に

あ
る
。
な
ぜ
、
恋
憑
と
轄
晦
春
く
狂
蕩
の
書
が

『
謄
大
小
心
録
』
と
名
付
け
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
秋
成
は
こ
の
題
名
に
い
か
な
る
思

い
を
投
げ
か
け
て
い
た
の
か
、
ま
ず
こ
の
語
が
苧
む

一
般
的
な
意
味
合
い
を
見

て
み
る
。
こ
の
語
は
早
く
か
ら
、

『朱
子
語
類
』
や

『
文
章
軌
範
』
に
採
録
さ

鳩

八^

予

輌

米

燿

軋

馨

人
′
）

跡

動
鏃

妄
投
■

剤
こ

と
あ
る
よ
う
に
、
往
来
物
に
も
採
録
さ
れ
る
ほ
ど
、
孫
思
逮
の

故
事
を
離
れ
、
医
師
の
取
る
べ
き
態
度
を
示
す
語
と
し
て
か
な
り
広
く
普
及
し

て
い
た
言
葉
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
語
を
積
極
的
に
座
右
の
銘
と
し
た

医
師
が
い
る
。
後
藤
艮
山
そ
の
人
で
あ
る
。

余
、
つ
ね
に
心
小
胆
大
の
語
を
称
え
、
も
つ
て
医
家
の
喫
緊
と
な
す
。

（浅
田
惟
常
編

『
先
哲
医
話
』

。
後
藤
艮
山
の
項
）

先
述
の
秋
成
の
艮
山

へ
の
敬
慕
を
考
え
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の
語
が
艮
山
の

口
癖
で
あ

っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
人
の
命
の
重
さ
を
知
る

「小
心
」
と
、

人
を
愛
し
救
済
せ
ん
と
す
る

「謄
大
」
、
　

一
見
相
反
す
る
響
き
を
持
つ
語
を
組

み
合
わ
せ
た
こ
の
絶
妙
な
る
言
葉
は
、
ま
さ
に
揺
曳
す
る
お
の
が
心
を
抱
い
た

ま
ま
に
人
を
愛
し
続
け
た
秋
成
、
常
に
本
物
を
志
向
し
な
が
ら
も
中
途
半
端
な

「
の
ら
も
の
」
で
し
か
な
い
と
過
剰
に
意
識
し
て
い
た
彼
を
捉
え
る
に
格
好
の

一
語
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
秋
成
は
艮
山
の
精

神
を
追
慕
し
、
も
は
や
伝
説
と
な

っ
て
い
た
医
聖
の
玲
持
と
細
心
に
満
ち
た
態

度
に
お
の
れ
を
託
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
先
の

『
安

々
言
』
の
付
箋
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
語
と
艮
山
の
精
神
を
秋
成
に
も
た
ら

し
た
人
物
は
、
や
は
り
都
賀
庭
鐘
だ
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
庭
鐘
の
医
塾
に
お
け
る
艮
山
塾
の
影
響
を
端
的
に
示
し

て
い
よ
う
。

以
上
、
本
稿
で
は
庭
鐘
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
師

・
香
川
修
庵
の
在



り
方
の
素
地
と
な
っ
た
後
藤
艮
山
の
文
化
交
流
の
さ
ま
を
、
艮
山
六
十
の
寿
筵

に
編
ま
れ
た

『祝
壽
編
』
を
中
心
に
伺

っ
て
み
た
。
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

世
界
は
、
崎
門

ｏ
懐
徳
堂

・
含
翠
堂

・
古
義
堂
と
い
う
当
時
の
上
方
を
代
表
す

る
漢
文
学
、
賀
茂
家

。
二
条
派
の
香
川
宣
阿

・
貞
門
派
と
い
う
堂
上
と
地
下
に

わ
た
る
歌
学
、
そ
こ
に
狩
野
派
の
絵
画
と
貞
柳
狂
歌
と
い
う
彩
り
を
含
み
込
ん

だ
ま
さ
に
上
方
文
苑
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
約
し
た
理
想
の
文
化
圏
で
あ

っ
た
。

こ
の
艮
山
塾
の
あ
り
か
た
は

『恨
之
介
』
や

『
竹
斎
』
を
生
み
だ
し
た
近
世
初

期
の
文
芸
作
成
の
場
で
あ

っ
た
医
家
の
趣
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
都
賀

庭
鐘
と
い
う
諸
芸
を
嗜
む
医
師
が
生
ま
れ
て
く
る
意
味
を
改
め
て
間
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
仮
名
草
子
時
代
の
作
者
の
あ
り
か
た
と
庭
鐘
の
そ
れ
と
を
引
き

比
べ
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
或
は
逆
に
そ
れ
ら
と
は
隔
絶
し
超
越
し
た
と
こ

ろ
に
庭
鐘
の
個
性
を
み
る
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
視
点
に
よ

っ
て
、
新
た
な
庭

鐘
像
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

『
通
俗
医
王

者
婆
伝
』

（宝
暦
十
三
年
）
は
仏
典

『
奈
女
者
婆
経
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
仏
典
を
典
拠
に
し
て
い
る
作
品
に
、
い
わ
ゆ
る
御
伽
草
子
の

『
不
老
不

死
』
が
あ
る
。

『
不
老
不
死
』
は
お
伽
の
場
に
お
け
る
医
師
の
語
り
を
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
虜
、）
庭
鐘
が

『
不
老
不
死
』
の
存
在
を
全
く

知
ら
な
い
で
た
だ
個
人
的
な
関
心
か
ら

『者
婆
経
』
に
興
味
を
持

っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も

『
者
婆
経
』
を
享
受
し
て
い
く
医
師
の
伝
承
を
襲

っ
て
こ
の
作
品
を

著
し
た
の
か
が
今
後
の
問
題
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

艮
山
の
精
神
の
影
響
は
大
阪
学
問
所
に
の
み
で
は
な
く
、
庭
鐘
塾
、
そ
し
て

庭
鐘
を
介
し
て
秋
成
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
若
き
庭
鐘
に
と

っ
て
こ
の
京
の
医

師
た
ち
の
あ
り
か
た
が
い
か
に
魅
力
的
で
あ

っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

庭
鐘
が
師
と
し
て
香
川
修
庵
を
選
び
、
大
阪
に
戻

っ
て
も
度
々
一
本
堂
に
出
入

り
し
て
は
自
話
を
学
ん
で
い
た
理
由
は
実
は
こ
の
あ
た
り
に
由
来
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
庭
鐘
を
考
え
る
際
に
、
今
後
是
非
と
も
念
頭
に

お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
庭
鐘
が
結
果
的
に
は
、
彼

へ
の

影
響
力
が
強
か
っ
た
香
川
修
庵
や
後
藤
艮
山
ら
が
嗜
ん
で
い
た
歌
学

へ
は
関
心

を
抱
か
ず
、
彼
邦
の
漢
詩
文
や
投
壷
な
ど
の
方
に
よ
り
関
心
を
抱
い
て
い
っ
た

こ
と
は
、
庭
鐘
の
個
性
を
考
え
る
際
に
重
要
で
あ
る
。
同
様
に
、
古
義
堂

・
懐

徳
堂
関
係
者
が
周
囲
に
居
な
が
ら
、
そ
の
ど
の
学
派
の
影
響
も
受
け
て
い
な
い

こ
と
の
意
味
、
同
門
で
し
か
も
慶
長
以
来
の
薬
種
屋

ｏ
土
橋
友
直
と
は
交
渉
の

無
か
っ
た
は
ず
は
な
く
、
そ
れ
で
い
て
含
翠
堂
と
の
連
歌
俳
諸
を
含
め
た
没
交

渉
の
意
味
を
考
え
る
時
に
、
初
め
て
庭
鐘
の
非
常
の
人
た
る
強
烈
な
個
性
が
浮

か
び
上
が

っ
て
こ
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
庭
鐘
の
個
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く

れ
る
資
料
と
し
て

『祝
壽
編
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
意
義
は
少
な
く
な
い
と

思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
資
料
の
性
格
と
し
て
雅
文
芸
が
中
心
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、

「都
賀
庭
鐘
の
周
辺
」
と
題
す
る
か
ら
に
は
今
後
別
方
面
の
資
料
に
よ
り
、
演

劇

・
俳
諧

（特
に
こ
の
期
に
勃
興
し
て
き
た
淡
々
ら
と
の
交
渉
の
有
無
な
ど
）

。
『本
草
妓
要
』
な
ど
の
上
方
洒
落
本

・
田
宮
仲
宣
な
ど
の
上
方
戯
作

。
銅
脈

ら
の
狂
詩
と
い
っ
た
俗
文
芸
と
の
関
わ
り
を
も
俯
殿
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
い

ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
今
後
の
資
料
の
出
現
に
期
し
た
い
と
思
う
。
そ

れ
ら
の
資
料
と
併
せ
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
祝
壽
編
』
の
持
つ
意
義
が
再

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

奇
し
く
も
、
こ
の
庭
鐘
を
捉
え
る
際
の
示
唆
に
富
む

『
祝
壽
編
』
が
編
ま
れ

た
年
、
雅
趣
芳
穣
た
る
京
の
一
夜
の
寿
筵
が
催
さ
れ
た
享
保
三
年
は
、
後
の
斯

界
文
苑
を
震
撼
さ
せ
、
読
本
と
い
う
新
ジ

ャ
ン
ル
を
日
本
小
説
史
に
生
み
だ
し
、

近
代
文
学

へ
の
萌
芽
を
果
た
し
た
江
戸
時
代
屈
指
の
巨
人

・
都
賀
庭
鐘
が
産
声

を
あ
げ
た
年
で
も
あ

っ
た
。



注（１
）

拙
稿

「都
賀
庭
鐘
―
読
本
作
者
の
祖
」
∩
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
六
年

八
月
号
）

（２
）

多
治
比
郁
夫
氏

「宝
暦
の
大
阪
詩
壇
」

（大
谷
篤
蔵
氏
編

「近
世
大
阪
褻
文

叢
談
」
所
収
）

（３
）
　
「近
世
初
期
文
壇
の
研
ａ

（４
）

中
村
幸
彦
氏

「都
賀
庭
鐘
雑
攻
」

「上
田
秋
成
伝
浅
説
」

（５
）

拙
稿

「『竹
斎
』
の
周
辺
」
（里
四文
」
第
五
十
九
韓
）

―
―
甲
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園
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大
学
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